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財政上の特別措置に関する法律
から15事業）5年の延長限時法

○
同
和
問
題
の
基
本
認
識

　
我
が
国
固
有
の
人
権
間
題
で
あ
る
同
和
間

題
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
侵

害
に
係
る
深
刻
か
つ
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

戦
後
五
十
年
、
本
格
的
な
対
策
が
始
ま
っ
て

か
ら
も
四
半
世
紀
余
、
同
和
間
題
は
多
く
の

人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
解
決
へ
向
け
て
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
依
然
と
し
て

多
く
の
間
題
を
残
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年

の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
、
同
和
間
題
の

解
決
は
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
国
民

的
課
題
で
あ
り
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
同

和
問
題
の
解
決
に
向
け
主
体
的
に
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
、

基
本
的
人
権
を
保
障
さ
れ
た
国
民
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
、
同
和
間

題
を
人
権
問
題
と
い
う
本
質
か
ら
捉
え
、
解

決
に
向
け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

同
和
間
題
は
過
去
の
課
題
で
は
な
い
。
こ
の

間
題
の
解
決
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
を
人

権
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
間
題
の
解
決
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
、
広
が
り
を
も
っ
た
課

題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
土
台
と
し
、
従
来
の
取
組
み
の
反
省
を

踏
ま
え
、
未
来
に
向
け
た
新
た
な
方
向
性
を

見
極
め
る
べ
き
時
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

○
同
和
問
題
解
決
へ
の

取
組
み
の
経
緯
と
現
状

　
昭
和
四
十
年
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
、
今
日
ま
で
の
対
策
の

基
礎
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
和
間
題
の
解
決
は
、
行
政
の
責
務
で
あ

る
と
同
時
に
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
の
基

本
認
識
を
明
確
に
し
、
行
政
の
積
極
的
な
対

応
を
促
し
た
こ
と
な
ど
同
和
間
題
の
解
決
を

図
る
上
で
の
こ
の
答
申
が
果
た
し
た
歴
史
的

意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
答
申
が
な
さ
れ
て

か
ら
、
既
に
三
十
年
余
り
経
過
し
て
い
る
が
、

同
和
間
題
の
早
期
解
決
に
向
け
、
こ
の
答
申

の
趣
旨
を
今
後
と
も
受
け
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
和
対
策
審
議
会
答
申
を

踏
ま
え
、
昭
和
四
十
四
年
に
十
年
間
の
限
時

法
と
し
て
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
が
制
定

さ
れ
、
そ
の
後
三
年
間
の
延
長
を
含
め
、
特

別
対
策
が
総
合
的
に
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
間

の
対
策
に
よ
り
、
物
的
な
基
盤
整
備
が
急
速

に
進
展
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
が
、

心
理
的
差
別
の
解
消
の
面
で
は
大
き
な
課
題

が
残
っ
た
。
ま
た
、
事
業
の
心
展
に
伴
い
、

一
部
に
周
辺
地
域
と
の
均
衡
や
一
体
性
を
欠

い
た
事
業
が
み
ら
れ
た
り
、
え
せ
同
和
行
為

な
ど
の
新
た
な
間
題
も
発
生
し
た
。
こ
の
為

「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
事
業

の
中
で
必
要
な
も
の
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
の
反
省
を
踏
ま
え
た
「
地
域
改
善

対
策
特
別
措
置
法
」
が
昭
和
五
十
七
年
に
五

年
間
の
限
時
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
六
十
二
年
、
地
域
改
善
対
策
の
一

般
対
策
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
最
終
法
と

し
て
提
案
さ
れ
た
現
行
の
「
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
　
（
地
対
財
特
法
）
が
、
五

年
間
の
限
時
法
と
し
て
制
定
さ
れ
、
平
成
四

年
に
五
年
問
延
長
さ
れ
た
。
地
対
法
、
地
対

財
特
法
を
通
じ
、
特
別
対
策
を
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
な
が
ら
引
き
続
き
実
施
す
る
一
方
、

心
理
差
別
の
解
消
を
目
指
し
た
啓
発
事
業
の

積
極
的
な
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の

主
体
制
の
確
立
、
え
せ
同
和
行
為
の
排
除
な

ど
適
正
化
対
策
が
推
進
さ
れ
、
多
く
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
平
成
九
年
度
以
降
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申
（
平
成

八
年
五
月
十
七
日
）
を
踏
ま
え
、
今
日
な
お

残
さ
れ
て
い
る
事
業
課
題
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
成
果
に

支
障
を
来
た
さ
な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
て
、

平
成
九
年
三
月
二
十
八
日
、
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

有
効
期
限
を
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
で
成
立

す
る
。

　
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

政
す
る
法
律

一
、
地
域
改
善
特
定
事
業
（
特
例
事
業
）
の

　
う
ち
次
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

　
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政

　
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
有
効
期

　
限
を
五
年
間
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。

　
1
、
平
成
八
年
七
月
二
十
六
日
ま
で
に
当

　
　
該
事
業
に
つ
き
建
設
大
臣
に
よ
る
補
助

　
　
金
の
交
付
の
決
定
（
そ
の
他
こ
れ
に
準

　
　
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
措
置

　
　
が
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ

　
　
て
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て

　
　
そ
の
工
事
を
完
了
し
て
い
な
い
も
の
で

　
　
政
令
で
定
め
る
も
の
（
附
則
第
一
条
第

　
　
六
項
第
一
号
関
係
）

　
2
、
1
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
平
成
八

（2）



地域改善対策特定事業に係る国の
　一部事業を残し改正（45事業

　
　
年
度
以
前
の
実
施
状
況
等
に
お
い
て
も

　
　
実
施
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら

　
　
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
。

　
　
（
附
則
第
一
条
第
六
項
第
二
号
関
係
）

二
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、

　
現
に
一
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
教
育
の

　
充
実
に
関
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も

　
の
に
よ
り
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る

　
者
に
つ
い
て
、
一
に
規
定
す
る
期
間
の
経

　
過
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
を
政
令
で
定

　
め
る
こ
と
。
　
（
附
則
第
一
条
第
七
号
関
係
）

三
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

　
る
。経

過
措
置
対
象
事
業
一
覧

　
　
（
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

　
間
に
限
り
、
　
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事

　
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

　
関
す
る
法
律
」
が
効
力
を
有
す
る
事
業
）

一
、
平
成
八
年
七
月
二
十
六
日
ま
で
に
着
工

し
た
事
業
で
あ
っ
て
、
平
成
九
年
三
月
三

十
一
日
に
お
い
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

し’⑤④③②①
、　　一

住
宅
地
区
改
良
事
業

小
集
落
地
区
等
改
良
事
業

道
路
事
業

街
路
事
業

公
共
下
水
道
整
備
事
業

　
平
成
八
年
度
以
前
の
実
施
状
況
等
照
ら

　
　
平
成
九
年
度
以
降
に
お
い
て
も
実
施

す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

業
。⑥

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

　
　
　
（
前
記
①
の
住
宅
地
区
改
良
事
業

⑧⑦⑪⑩⑨

　
及
び
小
集
落
地
区
等
改
良
事
業
に

　
関
連
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

農
山
漁
村
経
営
改
善
資
金
貸
付
事
業

営
農
等
相
談
事
業

　
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
機
関
、
市

　
町
村
、
農
業
協
同
組
合
等
の
地
域

　
改
善
対
策
事
業
推
進
関
係
者
を
対

　
象
と
し
て
行
う
営
農
等
特
別
指
導

　
会
議
及
び
営
農
相
談
員
、
専
門
技

　
術
員
を
構
成
と
し
て
行
う
営
農
等

　
相
談
研
究
会
の
開
催
並
び
に
地
域

　
改
善
対
策
対
象
地
区
の
農
林
漁
家

　
を
対
象
と
し
て
行
う
営
農
等
相
談

　
に
関
す
る
相
談
活
動
に
限
る
。
）

地
域
改
善
対
策
高
度
化
事
業

経
営
改
善
普
及
事
業

職
業
講
習
事
業

平成9年度同和教育字別懇談会
今年度は北地区を対象に下記日程で開催いたします。

⑬⑫⑭⑮

受
講
給
付
金
支
給
事
業

職
業
指
導
・
職
業
紹
介
及
び
職
業
相

談
事
業
（
職
業
に
つ
い
て
の
相
談
に

関
す
る
事
業
に
限
る
）

高
等
学
校
等
進
学
奨
励
費
補
助
金

　
（
但
し
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十

　
一
日
に
お
い
て
、
高
等
学
校
、
高

　
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
ま
た
は

　
大
学
に
在
学
し
、
現
に
高
等
学
校

　
等
進
学
奨
励
費
補
助
事
業
に
よ
る

　
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
者

　
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
校
の
課
程

　
を
修
了
等
す
る
ま
で
の
間
に
限
り

　
当
該
事
業
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
る
。
）

生
活
相
談
員
設
置
事
業

期　　日 時　　間 会　　場

12月4日休） 午後7時より 上新田集会所

12月5日㈹ 午後7時より 三本集会所

12月6日仕） 午後7時より 上　押　切
参宮会館

12月7日（日） 午後6時30分より 下押切集会所

12月9日（火） 午後7時より 樋春北集会所

12月10日㈱ 午後7時より 樋春南集会所

12月11日休） 午後7時より 生活改善センター

12月12日㈹ 午後7時より 大坂集会所

12月13日出 午後1時30分より 成澤会議所

　同和問題の解決は国民一人一人に課せられた課題であ

りますので字別懇談会に参加して同和問題を正しく認識

していただき差別のない明るい町づくりに御協力をお願

い1いたします。大勢の参加をお待ちしております。

（3）



●
第
七
日
目

サ
ン
デ
イ
エ
ゴ
●

テ
ィ
フ
ァ
ナ

関持

吃田

喜刀
腱厨

迄泡

（4）

　
ホ
テ
ル
を
朝
八
時
に
出
発
、
高
速
道

路
で
メ
キ
シ
コ
ま
で
三
時
間
と
の
添
乗

員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
車
窓
か
ら

飛
び
こ
ん
で
く
る
様
々
な
景
色
に
見
入

る
。　

私
達
を
乗
せ
た
バ
ス
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
市
街
か
ら
離
れ
て
行
く
が
、
反
対
に

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
街
に
向
か
う
車
は
各

々
四
ー
五
車
線
で
も
渋
滞
は
日
本
と
同

じ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
一
人
ひ
と
り
車
通

勤
し
て
い
る
が
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
二
人

以
上
乗
車
し
て
い
る
車
は
優
先
路
線
（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
レ
ー
ン
）
が
設
定
さ
れ
て

い
て
、
ス
イ
ス
イ
走
行
で
き
る
合
理
的

な
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
は
日
本
の
半
額
程
度
だ
そ

う
だ
か
ら
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
中
に

は
人
形
を
乗
せ
て
走
る
人
も
い
て
、
警

官
に
発
見
さ
れ
て
厳
し
い
大
目
玉
と
高

価
な
代
償
（
約
四
万
円
）
を
支
払
わ
さ

れ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
車
が
あ
れ
だ
け

走
っ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ン
ド
ー
を
黒
い

フ
ィ
ル
ム
で
外
部
か
ら
見
え
な
い
様
に

し
て
い
る
車
は
一
台
も
な
い
。
日
本
も

こ
の
よ
う
な
車
は
規
制
す
べ
き
だ
と
思

っ
た
。

　
市
街
か
ら
一
時
間
も
南
へ
走
る
と
高

級
な
住
宅
が
並
ん
で
い
る
。
全
部
と
は

い
え
な
い
が
、
住
宅
に
は
雨
ど
い
が
な

い
。
雨
量
が
少
な
い
か
ら
だ
と
言
う
が
、

し
か
し
、
住
宅
よ
り
道
路
が
低
い
の
で

予
期
し
な
い
大
雨
が
降
る
と
道
路
が
川

の
よ
う
に
な
り
、
水
滴
で
エ
ン
ジ
ン
や

ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

場合は

大
渋
滞
に
な
る
と
の
こ
と
。

　
日
本
の
分
譲
住
宅
に
類
す
る
様
な
住

宅
地
が
、
見
晴
ら
し
の
良
い
丘
の
頂
上

に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
日
本
と
違
い
土

地
が
広
大
だ
か
ら
と
は
い
え
、
山
を
削

っ
て
段
々
畑
の
よ
う
な
住
宅
は
一
つ
も

な
い
。
こ
れ
で
は
崖
崩
れ
な
ど
な
い
と

思
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
自
然
の
災
害
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
郊
外
の
住
宅
は
、
日

本
円
で
六
千
万
～
一
億
円
ぐ
ら
い
だ
そ

う
だ
。

　
や
が
て
、
国
境
の
観
光
都
市
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
に
着
く
。
静
か
で
キ
レ
イ
な
海

岸
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
な
が
ら
休
憩
、

こ
こ
は
海
軍
基
地
に
も
な
っ
て
い
る
。

何
処
を
歩
き
ま
わ
っ
て
も
、
空
か
ん
や

ゴ
ミ
、
喫
い
が
ら
が
一
つ
も
散
ら
か
っ

て
い
な
い
。
喫
煙
者
に
は
つ
ら
い
だ
ろ

う
が
、
自
由
な
喫
煙
が
で
き
な
い
徹
底

し
た
国
柄
で
あ
る
。

繍

　
国
境
近
く
の
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
は
、

一
八
五
〇
年
頃
の
建
物
が
そ
の
ま
ま
保

存
さ
れ
て
お
り
、
昔
風
の
街
と
し
て
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
屋
根
は

水
が
少
な
い
た
め
か
薄
板
が
並
べ
て
あ

り
、
日
本
の
昔
の
杉
皮
葺
と
同
じ
と
思

っ
た
。
古
道
具
屋
の
よ
う
な
店
も
あ
り
、

西
部
劇
に
出
て
く
る
よ
う
な
骨
董
品
も

並
ん
で
い
た
。

　
昼
食
後
、
メ
キ
シ
コ
国
境
に
着
い
た

が
、
私
達
の
バ
ス
は
領
内
に
入
る
こ
と

が
で
き
ず
、
私
達
が
帰
る
ま
で
駐
車
場

で
待
機
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
境
を
越

え
た
ら
メ
キ
シ
コ
の
バ
ス
に
乗
り
換
え

る
の
だ
そ
う
だ
。
入
国
時
に
は
査
証
は

必
要
な
く
、
長
い
屋
根
付
ゲ
ー
ト
を
通

っ
て
行
く
の
み
。
帰
り
は
ア
メ
リ
カ
ヘ

の
入
国
手
続
き
が
必
要
と
の
こ
と
。

　
ゲ
ー
ト
を
抜
け
、
テ
ィ
フ
ァ
ナ
に
入

っ
た
途
端
に
が
ら
り
と
風
土
が
変
わ
る

の
に
は
驚
い
た
。
生
活
水
準
も
低
い
よ

う
だ
。
乗
り
換
え
た
バ
ス
で
免
税
店
の

前
で
降
り
た
が
、
添
乗
員
に
い
ろ
い
ろ

と
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。

　
免
税
店
以
外
の
買
い
物
は
厳
禁
、
大

通
り
か
ら
露
地
へ
の
入
り
込
み
は
危
険

と
の
こ
と
で
、
免
税
店
前
の
目
抜
き
通

り
を
集
団
で
二
〇
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
往
来
し
た
の
み
。
歩
道
に
は
物

売
が
、
名
産
の
銀
製
品
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

な
ど
を
持
ち
、
三
本
一
〇
〇
ド
ル
に
す

る
と
い
い
な
が
ら
つ
い
て
来
る
の
で
振

り
切
る
の
に
大
変
。
国
の
福
祉
行
政
は

ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
場
面
が
、
所
々
に
見
ら
れ
た
。

国
境
を
越
え
て
激
変
す
る
風
土
に
は
、

み
ん
な
が
驚
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
陸
地
続
き
の
国
境
越
え
も
体
験
し
た

の
で
、
良
い
勉
強
に
な
っ
た
。

　
入
国
手
続
き
完
了
後
、
待
機
し
て
い

た
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
、
添
乗
員
か
ら

の
案
内
で
ラ
ッ
シ
ュ
に
会
わ
な
い
よ
う

三
時
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
走
り
、
ホ
テ

ル
に
は
十
九
時
頃
着
く
と
の
こ
と
で
、

西
に
傾
い
た
太
陽
を
左
に
見
な
が
ら
一

路
ホ
テ
ル
に
向
っ
た
。
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冒2月2響日（日）午後5：00開場　午後5：30開演

　　　　　　　　　　　会場　総合文化会館ピピア
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で味わってみませんか。

欝暮嚇イント
が
悪
く
な
り
、

い
て
、
つ
い
に
は
吐
き
気
を

も
よ
お
し
ま
す
。

　
自
動
車
や
船
、

ど
、
ど
ん
な
乗
り
物
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

乗
る
機
会
の
多
い
バ
ス
や
乗

用
車
の
車
酔
い
に
悩
む
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
車
酔
い
を
防
ぐ
に
は
、
事

前
に
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、

消
化
の
悪
い
も
の
は
食
べ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
空
腹
は

か
え
っ
て
酔
い
や
す
く
な
る

の
で
、

う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　
乗
車
す
る
時
は
、

　
乗
り
物
酔
い
は
、
内

耳
の
平
衡
器
官
が
不
規

則
な
揺
れ
に
刺
激
さ
れ

て
起
こ
る
急
性
の
自
律

神
経
失
調
症
で
す
。
頭

が
重
い
、
や
た
ら
に
ア

ク
ビ
が
で
る
と
い
う
症

状
に
始
ま
っ
て
、
顔
色

　
冷
や
汗
を
か

亮麟

軽
い
食
事
は
と
っ
て
お
く
ほ

　
　
　
　
　
　
　
揺
れ
の
少
な
い

前
万
の
座
席
に
座
る
よ
う
に
し
ま
す
。

目
か
ら
の
刺
激
も
酔
い
の
原
因
に
な

る
の
で
、
動
き
の
速
い
近
く
の
景
色

は
見
ず
に
、
で
き
る
だ
け
遠
く
の
景

色
を
眺
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ス
や
乗
用
車
の
運
転
手
が
酔
わ

な
い
の
は
、
運
転
中
、
カ
ー
ブ
す
る

方
向
に
体
を
傾
け
て
無
意
識
の
う
ち

　
　
●

に
平
衡
感
覚
の
防
御
体
勢
を
と
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
乗
客
は
カ

ー
ブ
と
反
対
側
の
万
向
に
体
が
傾
い

て
強
い
刺
激
を
受
け
て
し
ま
う
た
め
、

酔
い
や
す
く
な
る
の
で
す
。
カ
ー
ブ

の
多
い
山
道
な
ど
で
は
、
前
万
の
景

色
を
よ
く
見
て
、
カ
ー
ブ
に
さ
し
か

か
っ
た
ら
そ
の
万
向
に
体
を
傾
け
た

　
　
　
り
、
運
転
手
の
上
体
の
動
き

カーブの方向に体を傾けるす
。
「
昨
夜
は
よ
く
寝
た
か
ら
大
丈

夫
」
な
ど
、

こ
と
も
意
外
に
効
果
的
で
す
。

を
見
て
そ
れ
に
合
わ
せ
た
り

す
る
こ
と
で
、
車
酔
い
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
安
感
も
乗
り
物
酔
い
に

影
響
し
ま
す
。
「
ま
た
気
持

ち
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」
と
い
う
心
配
を
つ
の
ら

せ
る
と
、
か
え
っ
て
酔
い
や

す
く
な
り
ま
す
。
乗
車
中
は

お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
不
安
を
忘
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
た
だ
し
読
書
は
逆
効

果
。
避
け
た
ほ
う
が
賢
明
で

　
　
自
分
を
暗
示
に
か
け
る

　
蹴
騨

　
　
　
　
～
、

幾
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水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください

12月の当番 工　事店　名 電話番号

1　●　6　●11　●16●21　●26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

2　・　7　●12・17●22●27●31 ㈱光　栄　建　設 36－1052

3　・　8　・13・18・23●28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

4　・　9　・14・19・24●29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　・10●15　●20●25●30 ㈲松　本　設　備 36－5177

（5）



身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。 卜‘軍ワ7ノ監

戦没者追悼式
　江南町戦没者追悼式が、11月6日休）に

総合文化会館ピピアにおいてしめやかに

執り行われました。

　当日は、第二次世界大戦に赴き、戦陣

の中に散られた故人を偲び、遺族や来賓

が参列し、黙祷・献花を行いました。

．騨．麟欝
灘乳

訓練非常招集
　秋の全国火災予防運動の初日の11月9
日（日）、江南消防団と江南分署による訓練一→

非常招集及び火災防ぎょ演習が、文殊寺　O

において行われました．　　　互

　実際の火災を想定した訓練が行われ、　O
団員・職員ともに本番さながらの熱心な　O

訓練が行われました。

（6）



トピザ7ス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

　11月14日働、浦和市にある埼玉会館において、シラコバト賞の

受賞式が行われました。

　江南町からは、松本昌子さん（上押切）と江南町老人クラブ連

合会が受賞されました。

　上押切の松本さんは、昭和58年から小

学校周辺の清掃美化や花の手入れなどを

行い、また、小学生のミニバレーボール

の指導やボランティアとして寝たきりの

お年寄りの世話をするなど、子どもたち

の健全育成や住みよいふるさとづくりに

貢献している功績が認められたものです。

ω　　江南町老人クラブ連合会は、昭和60年

O　に発足し、健康づくりや生きがいづくり、
コロロロ

gL地域の環境美化などに取り組んでいます。

0　また・町の福祉まつりへ参加するなど・

←・ボランティア活動にも取り組み、高齢者

　　福祉の向上と地域コミュニティづくりに

　　貢献している功績が認められました。

　今年で結婚50周年を迎えられたご夫婦

を招いてお祝いする「金婚祝賀式」が10

月28日㈹、勤労福祉センターで行われま

した。

　今回は、33組の仲の良いご夫婦が金婚

式を迎えられ、町より慶祝状と記念品を

贈り、お祝いしました。

（7）



卜‘璽リワノも身近かな詰題、ホツトなニュースをお寄せください。

纏11月22日。23日

↓
o
互
o
ω

．
鐵

文
化
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

籍

　　　藤糖1

　
n
月
2
3
日
（
日
）
、
熊
谷
地
区
消

防
組
合
2
5
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、
さ
く
ら
の
大
使
（
荒
船
由
佳

さ
ん
）
が
一
日
消
防
長
と
な
り
会
場

に
訪
れ
ま
し
た
。

　町

長
へ
報
告
の
あ
と
、
火
災
予
防

の
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（8）



身近かな話題、ホツトなニュ・一スをお寄せください。

嘉翼で、疑．巻

ぬ
　
　嚢

　
　
　
　
趣

●

（9）



　
　
　
　
　
4
お
メ
う
メ
保
メ
纏
）
婦
で
す
）
ー
」

健
康
づ
く
り
教
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　
町
で
は
皆
さ
ん
が
、
元
気
に
楽
し
く

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
健
康
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
健
康
づ
く

り
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
男
性
の
健
康
づ
く
り
教
室
も
ス
タ
ー

　
ト

　
こ
れ
ま
で
の
教
室
の
参
加
者
は
女
性

が
ほ
と
ん
ど
で
、
男
性
に
は
参
加
し
弓

ら
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
男
性
も
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
、
男
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教

室
を
九
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
「
健
康
体
操
」
で
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
音
楽
に
あ
わ
せ
て
の
体
操
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
こ
う
い
う
場
が
ほ
し

か
っ
た
、
男
も
健
康
づ
く
り
が
必
要
だ
、
・

汗
を
流
し
て
気
分
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
、

と
い
っ
た
声
も
多
く
出
て
お
り
好
評
で

す
。　

日
頃
か
ら
、
運
動
不
足
気
味
の
人
、

も
っ
と
若
々
し
く
あ
り
た
い
人
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が

　
る

　
健
康
づ
く
り
教
室
終
了
後
、
現
在
も

自
主
的
に
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
毎
週
水
曜
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
集

ま
り
、
一
時
間
ほ
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
、
足
腰
が
強
く
な
っ
た
、
体
の
調

子
が
い
い
、
仲
間
と
会
う
の
が
楽
し
み
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
く
歩
け
る

な
ど
、
毎
週
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
待
ち

ど
お
し
い
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
毎
週
火
曜
日

に
実
施
し
て
お
り
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
、
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
健
康
づ
く
り
は
一

人
で
は
続
け
ら
れ
な
い
け
ど
、
仲
間
と

い
っ
し
ょ
な
ら
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
す

ね
。

娠》躍

健康づくり教室のお知らせ
フレッシュ体操

1月5日働、1月9日働、2月13日働
性のための健康づくり

月5日働　※1月、2月にも予定

休）、3月6日働、3月13日働　内容は
防ぐ、骨を丈夫に、若さを保つ

㈹一リラクゼーション
㈹一オシャレに暮らす

・
健
康
で
生
き
生
き
と
輝
き
た
い

十
二
月
か
ら
の
健
康
づ
く
り
教
室
は

つ
ぎ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　・リフレッ

　12月5日
・男性のた

　12月5日
・調理実習

　1月29日
　成人病を

　
平
成
九
年
度
町
の
体
育
協
会
表
彰
状

授
与
式
が
、
十
月
十
日
の
町
民
体
育
祭

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
功
労
者
表
彰
一
名
、
優

秀
選
手
表
彰
三
名
、
優
秀
団
体
表
彰
一

団
体
と
多
く
の
み
な
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

▽
功
労
者

舟橋芳雄さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
曽
繰

　
御
正
新
田
の
舟
橋
さ
ん
は
、
体
育
指

導
委
員
八
年
、
体
育
協
会
理
事
八
年
と
、

永
年
に
わ
た
り
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
優
秀
選
手

●

さん奥野

中
央
の
奥
野
さ
ん
は
、
高
校
サ
ッ
カ

ー
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
九
年
度

群
馬
県
高
校
総
体
で
優
勝
し
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
ダ
ラ
ス
で
行
わ
れ
た
、
第
十

八
回
ダ
ラ
ス
カ
ッ
プ
世
界
大
会
で
準
優

勝
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弧
、
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
成
沢
の
斉
藤
さ
ん
は
、
高
校
女
子
サ

ッ
カ
ー
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
九

年
度
全
国
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
第
三

位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
欝
騨
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
灘
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
明
い
，
一
湘
没
3
η
｛
ー
毒

　
成
沢
の
木
曽
さ
ん
は
、
陸
上
競
技
で

活
躍
さ
れ
、
静
岡
国
際
陸
上
で
二
百
メ

ー
ト
ル
第
二
位
、
ま
た
、
世
界
陸
上
ア

テ
ネ
大
会
に
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で

日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
優

秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

（1①
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　○開館時間　午前9時～午後5時　　　○たのしいおはなしがいっぱいです。
　　　　　　○印は休館日　　　　　　　お友達をさそってみんなで来てください。

　　　　　　一一”一一い埼玉県推奨図書雑“継瞬“縫…慈ウ“
　埼玉県では、青少年に向けてよい本を選んで、春と秋の年2回、皆さんにお奨めしています。江南町立図書館では、新
着済みですので、ご利用ください。

小学校5・6年生向き小学校3・4年生向き小学校1・2年生向き

・からだっていいな　　　　　　　　　・自転車でいこう！　　　　　　　　　・はらっぱ
・だれのしわざ？　　　　　　　　　　・吸血鬼の花よめ　　　　　　　　　　　・カッパのか一やん
・お年玉いくつ　　　　　　　　　　　　・失われたへそ大陸　　　　　　　　　　・バッテリー
・かわうそのサーン　　　　　　　　　・モモイロハート　　　　　　　　　　・ハイドン
・ぼくとおかあさん　　　　　　　　　・そのこリュウ　　　　　　　　　　　・川底の石のひみつ
・せかいでいちばんおりこうないぬ　　　・おばけ　　　　　　　　　　　　　　・きみが魔法使い
・ダチョウのくびはなぜながい？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・はるかインカを訪ねて

　　　　　　　　　　　　　　　　　・歌が世界を動かした！　　憲融継髪蓼

　　　　帥一擁麟雌☆我蜜ζ1議r《一ムパーラ：』イーはいカ㌧δ諏ですか？館☆鹸★鹸紙

　12月に入り、クリスマス会、忘年会の時期が近づいてまいりました。今年は、本を参考にして、手作りのホームパーテ

　
　
●

▽
優
秀
団
体

江南南サッ

　
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
は
、
第
二

十
一
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に

出
場
し
、
ベ
ス
ト
ー
6
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る
秋

季
大
会
が
、
十
月
十
九
日
と
二
十
六
日

の
二
日
間
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
は
熱
戦
の
末
、
御
正
ク
ラ
ブ

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
試
合
結
果
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

▽
出
場
チ
ー
ム

　
御
正
ク
ラ
ブ
・
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ

　
ブ
・
三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
小
江
川

　
新
道
・
大
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
小
江

　
川
娯
楽
会
・
千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・

　
野
原
親
睦
会
・
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

　
・
御
正
プ
リ
ン
ス
・
ズ
ブ
ロ
ッ
カ
・

Z
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ス
。
メ
タ
ル
フ
ォ
ー

ム
ズ
・
板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
春
の

原
ク
ラ
ブ
・
エ
ラ
ー
ズ
・
江
南
南
会

・
成
友
ク
ラ
ブ
・
中
央
ク
ラ
ブ

御正クラブ

御
正
ク
ラ
ブ

小
江
川
新
道

小
江
川
娯
楽
会

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

Z
ー
プ
ラ
ッ
ク
ス

板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

江
南
南
会

中
央
ク
ラ
ブ

　
県
営
大
麻
生
ゴ
ル
フ
場
の
地
域
開
放

に
よ
る
、
第
一
回
江
南
町
長
杯
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
十
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
強
風
の
中
で
大
会
は
行
わ

れ
、
参
加
し
た
一
七
九
名
が
技
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

o
男
子
の
部
　
　
　
　
グ
・
ス
ネ
ッ
ト

第
三
位
千
野

o
ベ
ス
グ
ロ
賞

　
男
子
山
田

女
子
近
藤

※
同
ス
コ
ア
は
、

　
　
　
　
　
　
　
久
男
8
3
6
8
・
6

　
　
　
　
　
　
　
正
博
78
6
9
・
6

　
　
　
　
　
　
　
和
男
87
7
0
・
2

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
照
子
86
7
2
・
8

準
優
勝
谷
ッ
田
み
ど
り
9

2
7
2
・
8

　
　
　
　
　
　
　
洋
子
皿
74
・
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス

　
　
　
　
　
　
　
篤
典
　
　
7
8

　
　
　
　
　
　
　
照
子
　
　
8
6

優
勝
浜
島

準
優
勝
小
池

第
三
位
西
沢

○
女
子
の
部

優
勝
近
藤年齢上位者

優
先

（11）
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0高齢者を大切にする心を育てよう・保険料の納付状況が不明の場合は

国民年金係へおたずねください。

　　平成9年工業に関する

統計調査にご協力ください

　工業統計調査は、毎年12月31日現

在で製造業を営む全ての事業所の1

年間の製造活動を調査するものです。

　この調査は、我が国の製造業の実

態を正確に把握し、国や都道府県、

市区町村が行う産業振興政策、中小

企業政策、立地対策などの施策・計

画を講ずるための基礎資料として利　　圏■

用されます．　　　　　　　　5
　12月下旬頃、県から委嘱された統　　■’』

計調査員が調査のお願いに伺います　　0

ので、事業所のみなさんには年末年　　『
始のお忙しいところです力叉ご協力ヨ

をお願いします。　　　　　　　　　0

　ご質間などございましたら、役場　　6唖

籔灘r1521内線22f）までごδ0

　　　　　　　　　　　　　　　　　5

年末調整や確定申告の際は

国民年金保険料を忘れないで

　各種申告の際には、平成9年中に

支払った国民年金保険料を忘れずに

記入しましょう。

◎全額、社会保険控除になり、税金

　が安くなります。

◎前納や追納保険料も対象となりま

　す。

◎国民年金保険料の場合、領収書の

　添付は必要ありません。

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時12月9日㈹
　　　　午前9時30分から正午まで

場　所　勤労福祉センター

　　　江南町教育相談

　教育上の諸間題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　教育委員会

　　　　費36－1521内線237

易吻o、吻他

　建物を取り壊したら「滅失届』を

　平成9年1月2日以降に建物を取
り壊したかたは、税務課へ「建物の

滅失届」を提出して下さい。また、

平成10年1月1日までに取り壊す予

定のあるかたは、取り壊し後に届け

出をお願いします。用紙は税務課に

用意してあります。

持ち物　印かん

問合せ　税務課36－1521内線254

　　「人権週問』について

　法務局と全国人権擁護委員連合会

では、関係する機関及び団体の協力

を得て、「人権デー」を最終日とす

る1週間（12月4日から10日まで）

を「人権週間」と定め、広く国民に

人権デーの意義を訴えるとともに人

権意識の高揚を図るためのさまざま

な行事を行っており、本年で49回目

を迎えます。

啓発活動強調事項

o子どもの人権を守ろう

　一育てよう思いやりの心一

〇国際化時代にふさわしい人権意識

　を育てよう

O部落差別をなくそう

0女性の地位を高めよう
o障害者の完全参加と平等を実現し

　よう

　　　　　　　国民年金の

　　　　保険料は納めましたか

　　　・国民年金の保険料は毎月キチンと

●　　　納めていますか？

　　　平成9年4月から平成10年3月ま
　　　　での保険料は納付書で納めます。

　　　納め忘れがないようにいま一度チ

　　　　ェックしてください。

　　　・保険料を納めないと万一病気やケ

　　　　ガをしたときにも年金が受けられ

　　　　なくなり、さらには老後の支えと

　　　　なる老齢基礎年金が減額されたり

　　　　します。最悪の場合は何の年金に

　　　　も結びつかないケースにもなりか

　　　　ねません。
　　　　　　　　ロ　　　・保険料を納めることは自分のため

　　　　だけでなく、現在年金を受けてい

　　　　る人を支えることにもなります。

こ
う
な
ん

　
　
俳
句
会
⑳

マ
ネ
キ
ン
に
一
足
早
き
冬
隣

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

川
細
り
瀬
音
し
づ
か
に
冬
近
む

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

冬
近
し
日
溜
り
探
す
猫
二
匹

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

秋
風
の
重
さ
を
計
る
シ
ー
ソ
ー
や

　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子

不
揃
い
も
混
ぜ
て
漬
け
込
む
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

冬
近
し
朝
刊
取
り
出
す
刻
の
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

冬
近
し
寝
相
よ
き
予
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

冬
近
し
屋
根
に
石
置
く
杣
の
家

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

干
し
上
げ
し
雑
穀
の
艶
冬
近
し

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

晩
学
の
ラ
ジ
才
講
座
や
冬
近
し

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

北
斉
の
小
布
施
に
あ
そ
び
栗
御
飯

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

冬
隣
ラ
イ
ト
連
ら
ね
て
下
校
生

　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

独
吟
の
余
韻
た
し
か
む
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

赤
と
ん
ぼ
一
番
の
り
の
朝
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

　
　
●

冬
支
度
名
所
の
松
に
縄
を
は
る

　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

背
伸
び
し
て
試
着
す
る
子
や
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
進

挨
拶
の
端
々
か
ら
も
冬
近
し

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

冬
用
意
器
具
点
検
の
小
半
日

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

な
ん
と
な
く
心
寄
せ
舎
い
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

奥
利
根
に
湯
客
増
へ
た
り
冬
近
し

　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

冬
支
度
早
め
に
出
稼
ぎ
夫
発
つ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

川
底
の
小
石
ま
ろ
や
か
冬
近
し

　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

亡
夫
の
部
屋
そ
の
ま
ま
に
し
て
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

漬
物
を
桶
ぎ
っ
し
り
と
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

冬
近
し
我
に
厳
し
き
予
感
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

κ8毘　メ
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も・よ・劣・し

成人式にご出席を

20歳を迎え、成人となられた皆さ

んを祝う「成人式」を次のとおり行
います。

大人への出発の節目として、一生

の思い出となるよう出席してくださ

い。

日　時　1月15日休）

　　午前9時30分より受付
場　所　総合文化会館　ピピア

問合せ　教育委員会費36－1521また

　　はピピア麿36－6262まで

町内一斉清掃

江南町コミュニティづくり推進協

議会の提唱で、毎年実施している町

内一斉清掃が今年も行われますので

ご協力をお願いします。

日時12月7日（日）

　　午前8時30分～
詳しくは、回覧をごらんください。

ぽ吻し吻ゆ勿う

埼玉県消費生活モニター

対象満20歳以上の県内在住者
　　　（公務員を除く）

内　容　県消費者保護条例に基づく

　　各規程の順守状況の調査、

　　アンケート調査に対する回
　　答、研修会の出席など
任期平成10年4月から
　　平成11年3月まで

定員150人（予定）
申込　　平成10年2月13日働

期限　　（消印有効）

申込み官製はがきに自筆（ワープ

　　ロ等不可）で①郵便番号・

　　住所②氏名（ふりがな）③
　　電話番号④性別⑤年齢（平

　　成10年4月1日現在）⑥職
　　業⑦県消費生活モニターの
　　経験の有無⑧作文「私の消

　　費生活」または「消費者行
　　政に望むこと」　（100字程
　　度）を記入し、
　　〒336浦和市高砂3－15－1

　　埼玉県消費生活課消費生活
　　係へ郵送してください。
間合せ　埼玉県消費生活課

　　智048－830－2938（直通）

町職員採用試験

職種内容及び採用予定人員

　　給食調理員　　　1名
受験　　昭和42年4月2日より昭和

資格　54年4月1日までに生まれ

　　た人。　（学歴不間）

試験日時及び場所

　　◎筆記試験…1月13日㈹
　　勤労福祉センター
　　◎口述試験…1月下旬

　　勤労福祉センター
合否の　2月中に受験者全員に通知

発表する。
申込み　市販の履歴書に必要事項を

　　記入し、12月15日（月）～12月

　　19日働の間に総務課へ提出
　　してください。

問合せ　総務課智36－1521内227

極真空手生徒募集

軟弱な世の中だからこそ、飽衣・

飽食・放漫の世の中だからこそ、若

者たちよ、男も女も強くなれ！

秩序ある社会の実現を目指して、

女性諸君、空手道で護身術を学ぽう。

国際空手道連盟、（助極真奨学会、

極真会館盧山道場江南支部が4月か

ら活動しています。

指導者　総師範代　木内光明　三段

　　　師範代　吉村昌治　三段
場　所　江南町柔道場

稽古日　毎週月・木曜日

時　間　午後7時～午後8時30分

　　見学自由（女性も可）
　　　みちやす問合せ　黒岩道保奮36－8433
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平成9年救急車出動状況
救急出動状況 10　月 累　計
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一般負傷 1件 17件
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⑲登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満〉は役場総務課費36－1521へ連絡してくださいすこやかさん
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